



















て 2017 年 1 月 7 日～2017 年 3 月 2 日の 15 日間(総観察時間 27 時間 36 分 26 秒)観察・撮影





観察された行動は、親和行動 7 種類、威嚇行動 4 種類、探索行動 3 種類、その他 1 種類
に分類した。水中での行動は全 15 種類であることが明らかになったが、このうち陸上では









た 4 回の Imitation は全て同じパターンで行われ必ず Eye contact を行った。水中では、頻
繁に人との Eye contact が観察されたが、これは重要なコミュニケーションツールである可
能性が高い。初めて会うヒトに対して様々な行動をする動物は珍しく、トドの異種間に対
する貴重なデータが得られた。 
 本研究では、回遊先における、トドの群れの社会行動を水中で観察し、陸上よりも多く
の行動によるコミュニケーションが行われ、水中での環境はトドにとって重要であること
が明らかになった。また、人という異種の動物に対しても、威嚇だけでなく、親和行動を
行うことから、トドという動物の異種動物に対する友好的特徴が改めて明らかとなった。 
